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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

本論文は老いに伴う心身の機能の低下や喪失を経験しながらも，高齢者が生き生きととよりよ

く生きるための心理的機能に着目し，その支援について支援事例を通して臨床心理学の立場から

検討することを目的としている。第 1 章では、地域在住高齢者の健康支援の現状と課題について

先行研究をもとに論じ、第 2 章から第 5 章までは、論文筆者の実践事例をもとに、回想法、心理

劇、動作法といった臨床心理学的アプローチを用いた支援について詳細に報告し、第 6 章では以

上の実践事例のもとに高齢者の心理的 Well-being の支援のあり方について総合考察を行った。 

本論文について口頭による試験を行い、高齢者の健康支援において臨床心理学的視点や方法を

用いた意義、回想法、心理劇、動作法の臨床実践上の配慮や工夫、本研究の限界と今後の研究の

展開について質疑を行った。その結果、いずれについても十分な回答を得た。さらに、高齢者の

健康支援において、心理劇や動作法といった行為表現や動作を含めた総合的な自己活動を支援す

るアクション・メソッドを取り入れた試みは独創的であると考えられ、臨床心理学における意義

深い研究成果を示したと判断された。 

よって、本論文は博士（心理学）の学位に値するものと認める。 


